
































１ 視点１ 既有知識の取り上げられ方と批判的検討の有無について ４１
２ 視点２ 授業において抽出される要因と要因同士の関連付けについて ４２





















































































































































































































































































































































































































































































































室 ② 室町時代の概要 ② 課題意識を高めるためにさまざまな工夫をする。
町 をつかむ。 ア 足利尊氏のＴＰを吹き出し法で使いながらさりげなく室町時代の学習
時 ア 小学校で習った に入っていく。
代 ことを思い出す。 生徒の思いをはき出させることで学習へのかかわりをもたせていく。
の イ 室町時代をスラ イ 視覚に訴え，言葉を添えることで，政治・経済・文化などの視点から，
概 イドで概観する。 室町時代がイメージ豊かに捉えられるようにする。































































































































































































学習内容の 生徒の学習活動 指導上の留意点と資料 評価の
項目と順序 観点
学習課題の 元の日本襲来の資料を見て，その規模 ・元冠の規模を示す資料， 課題への





遊牧国家の ・予想を発表し，討論してみる。 ・地図帳で現在の国名を調 討論に
特色 べさせる。位置・地勢に よる予
風土との関 も着目させる。写真資料 想の変




チンギス汗 ・チンギス汗の進路を調べ，その進撃 ・歴史地図，年表，白地図 で き る
の統一 のねらいをつかむ。 を使用（白地図にはチン か。
（白地図に自分の予想した進路を書き， ギス汗の進路を記入させ 作業のチ
資料を調べたあと，修正し確かめる。） る）絹の道の通商路に着 ェック。
モンゴル帝 ・フビライ汗の時代までにモンゴルが 目させ，進撃の経済的な 経済的条
国の成立 統一した最大領土を地図で調べ，元 理由に気づかせる。 件への着
元と四汗国 と四汗国の成立とその年代を確認す ・世界史上，最大の帝国で 目 の 有








次時への課 ・はじめの考えを修正し，カードにわ 代で日本との関係に変化 修正→地

















































発 問 ・ 説 明 教授・学習活動 資料 予想される生徒の回答 認
識
第 １ 室町時代とはどんな時代だったのだろ T 発問し指名 ・教科書 ・南北朝の対立，最初の
１ う。教科書の年表からわかることを答えな P 答える の折込み 土一揆，応仁の乱，山
時 さい。 年表 城国一揆，加賀一向一
２ このようなところから，室町時代は「一 T 資料提示 ①おもな 一揆など，戦乱や一揆
導 揆の時代」と言われています。資料①を見 P 資料で確認 土一揆年 が目立つ。





３ 土一揆の土とは何のことなのかな。 T 発問し指名 ・土民とは，土着の人，
４ 一揆とは何だろう。一揆と聞いてどん P 答える 主として農民をさす。
なイメージをもつか。各自カードに書き T カード配布
なさい。では，発表してもらいましょう。 P カード記入 ・苦しい生活に耐えきれ
５ みんなのイメージでは農民の暴動とい T 7－ 8人指 なくなった農民たち
うのが多いようですが，本当はどうだっ 名 ②一揆を が，集団で領主などを
たんだろう。 P 答える 結ぶ人々 襲った暴動。
展 実は，これが一揆のようすを描いた絵 T 資料提示 （一味神 ・神社の境内で集会を開
です。これを見て気づいたことを発表し T 発問し指名 水）の絵 いている。
てください。 P 答える お椀で水を飲んでいる人
がいる。皆そろって笠
6 農民たちが神社に集まり，神泉の水を回 T 考えさせる をかぶっている。何か
し飲みしているところです。いったい何 T2－ 3人指名 大事な話合いの最中の
のためにこんなことをしていのだろう。 P 答える ようだ。・何かの誓い
7 これとよく似た儀式は，今でも結婚式の を立てること。団結す










９ こんなにまでして団結するというのは余 T 発問し指名 ①おもな に反抗などがあるが，
程のことだと思うんだけど，一体何のため P 答える 土一揆 とくに徳政が多い。
に土一揆は結ばれたのだろう。資料①か 年表 ・土一揆…徳政を要求（徳
ら考えてみよう。 政一揆）
10 とくに徳政の要求が多いですね。こんな T 説明し板書 ・幕府が武士を救うため
ところから土一揆はまた徳政一揆とも言わ T 発問し指名 に，借金の棒引きなど
れます。では徳政とは何だろう。鎌倉時代 P 答える を命じた。
に有名な徳政令が出されていますね。どん T 発問し指名 ③永仁徳 すでに売却・質入れし
な内容だったかな。 P 答える 政令 た土地の無償返還，借





ま 12 以上のことをまとめると，土一揆とはど T 発問し指名 ・土一揆とは，室町時代
と のように説明したらよいですか。 P 答える の農民が徳政を求めて
め 13 今日の学習で，「わかった！と思うこと P カード記入 団結したものである。
をカードに書いてください。 T カード回収
第２時
発 問 ・ 説 明 教授・学習活動 資料 予想される生徒の回答 認
識
第 １ 土一揆が徳政を求めたということは， T 課題提起
２ 農民に借金があったことを意味します。
時 今日はなぜ農民が借金するようになった ・お金が要るから。不作
のか，またその結果どうなったのかを考 T 発間し指名 で年貢が払えなくなっ
導 えてみましょう。 P 予想を発表 たから，など。
入 ２ なぜ農民は借金などしたんだろう。 T 資料を提示 ④貨幣流 ・鎌倉時代の後半から室
この資料④からわかることはありません し発間 通量の推 町時代にかけて貨幣の
か。 P 答える 移 流通量が増えている。
３ なぜ，室町時代になってとくに貨幣の T 発間 ・生産力の発展→商品経
流通量が増えたのだろう。 T 教科書をも 済の進展→年責が金納
４ 貧しくなった人だけが借金したんだろ とに説明し に→貧富の差拡大→農
うか。 板書 民も借金
５ なぜ，村が借金などしたんだろう。 T 発問 ・農民個人で借金するこ
この頃の村は生産力の発展を背景に惣 T 資料提示 ⑤山城国 ともあったが，村単位
という自治的なまとまりを作っていまし P 答える 小野圧の の場合が多かった。
展 た。惣では領主への年貢を共同で請け負 T 問題提起 債務 ・生産力の発展→村の自




６ 以上のことから，なぜ農民（村）が借 T 発間し指名 ・生産力の発展による商
金を負いこむようになったのか説明しな P 答える 品経済の進展と村の自
さい。 治の高まりを背景に，
開 ７ では，農民たちはいったい誰からお金 T 発問し指名 農民は借金を余儀なく
を借りたんだろう。 P 予想を発表 された。
８ この時代の金持ちで，金貸しをしてい T 発問し指名 ・金貸し，お金もち，領
たのはどんな人たちだろう。 P 答える 主など。
９ 当時の京都にはどの位の数の土倉や酒 T 資料提示し ⑥京都の ・室町時代には土倉や酒
屋があったのだろうか。 説明する 土倉・酒 屋などが高利貸しをし
10 借金は簡単に返せたのだろうか。もし T 考えさせる 屋の分布 ていた。
返せない場合はどうなったんだろう。 図 ・京都には土倉・酒屋と
土倉や酒属からお金を借りると，月 5 も 300 軒をこす数があ
％（年率 60 ％）の利息を支払わなければ T 資料提示 ⑦土倉の った。
ならず，農民にとって借金の返済は大変 T 説明し板書 土地集積
なことでした。その結果，農民の中には T 発間し指名 ・農民の借金（土地を担
担保としての土地を失う者が増え，逆に P 答える 保）→土倉，酒屋（高
ま 土倉は土地を 集積して繁栄していきま T 問題提起 利貸し）に土地集積
した。11 以上のことから，農民たちは P 考える ・土地を失った農民たち
と なぜ 土一揆を結んで徳政を要求したの T 発問し指名 ①おもな は，生活のために団結
か， 説明してください。 P 答える 土一揆 して徳政を求めた。
め 12 また，資料①を見て，土一揆が頻発し T 発問し指名 年表
たのがある地域に集中していることの意 P 答える ・土一揆は京都・奈良一







発 問 ・ 説 明 教授・学習活動 資料 予想される生徒の回答 認
識
第 1 これまで、土一揆とは何か、なぜ農民は
３ 借金したのかを考えてきましたが、今日 T 資料提示 ⑧嘉吉の
時 はまず土一揆の具体例を見ることから始 T 資料朗読と 土 一 揆
めよう。 語句の説明 （建内記）





３ 仮に皆が土倉だとして考えましょう。 T カード配布
農民に土地を担保にお金を貸しました。 P カード記入 ・農民の要求はあまりに
ところが、農民たちが集団でその借金を 一方的であり応じられ
とり消しにしろとか、売った土地をただ ない。
で返せと言ってきたらどうしますか。農 T 5、6 人指 ・土地を本来の持ち主（農
展 民の要求はもっともだと思いますか。 名 民）に取り戻すのは仮
４ なぜ、そんな不当とも思われる徳政要 P 答える 死状態の土地を甦らせ
求が繰り返しできたんだろうか。 T 考えさせる ⑨中世の る正当な行為と考えら
T 資料提示し 徳政思想 れていた。
５ だから農民は堂々と徳政を要求できた 朗読させる ・幕府は土倉を支持し一
んですね。しかし資料⑧で見たように、 T 発問し指名 揆を鎮圧しようとし





７ ではまた資料①を見てみよう。土一揆 T それぞれに ・土倉はお金持ちだから。
の結果はどうなっていますか。 挙手させる 徳政を認めていたら経
８ つまり、幕符や領主は農民の側に立つ P 挙手する ①おもな 済が混乱するから。
場合と土倉側に立つ場合の両方があった T 発問し指名 土一揆年 ・幕府にとって、土倉や
んですね。なぜ、そんなことになったん P 答える 表 酒屋からの税金は重要
だろう。 T 考えさせる な財源であったから保
９ まず、幕府が土倉を支持したのはなぜ 護することが必要であ
だろう。 T 発問し指名 った。
10 ではこの資料⑩で確かめましょう。 P 答える ・中世社会では領主の土
11 次に、幕府が農民の要求を支持したの 地を農民が耕作して年
はなぜだろう。 T 資料提示 貢を納めていたから、
T 説明する ⑩幕府の 農民が土地を失うこと
T 考えさせる 財源 を幕府や領主も座視で
T 説明する きなかった。
ま 12 最後に、土一揆と徳政をめぐる幕府・
と 領主と農民、土倉の三者の関係を図を使 T 説明する
め って説明しよう。 保護 課税 徳政 鎮圧
13 今日の学習で、「わかった！」と思うこ ↑ ↓対抗 ↑ ↓



































































































































































































































































































































































































































No. 筆者(授業者) 単元名（主題－副題） 出 典
１ 佐々木英三 わがまちの江戸時代の産業～その時， 小原友行編著『「思考力・判断力・表現力」をつ
草津の歴史は動いた！～ ける社会科授業デザイン中学校編』明治図書,200
9年，pp.59-66
２ 柳沢 淳 開国前後の幕府の力を判定しよう 小原友行編著『「思考力・判断力・表現力」をつ
ける社会科授業デザイン中学校編』明治図書,200
9年，pp.67-77
３ 松岡美香 古代国家のあゆみと東アジア 小原友行編著『「思考力・判断力・表現力」をつ
ける社会科授業デザイン中学校編』明治図書,200
9年，pp.78-87
４ 上園悦史 連合国軍の占領と諸改革 小原友行編著『「思考力・判断力・表現力」をつ
ける社会科授業デザイン中学校編』明治図書,200
9年，pp.88-96
５ 今野日出晴 第一次世界大戦とアジア・日本 国際 日本社会科教育学会編『授業力の開発 中学校・
（悦内誠二） 協調の時代 高等学校編』明治図書，2008年，pp.110-125
６ 奥藤恭彌 明治維新 社会科教育研究センター編『中学校の探究学習』
（生田目靖志） 明治図書，1980年，pp.27-57
７ 阿部皎・工藤一 明治維新－北海道開拓史による北辺の 小俣盛男編著『中学校社会科授業研究２郷土教材
廣・沢田憲一 開拓－ を活用した歴史的分野の授業』明治図書，1983年，
pp.40-48
８ 遠藤文雄 室町幕府の政治と外交 星村平和編著『中学校社会科授業研究5歴史教科
書を活用したわかる授業の創造』明治図書，1984
年，pp.96-103
９ 河南一 明治維新 星村平和編著『中学校社会科授業研究5歴史教科
書を活用したわかる授業の創造』明治図書，1984
年，pp.132-139
10 早川明男 中世～天皇から武家の時代へ，「新し 伊藤純郎編著『究極の中学校社会科－歴史編－』
い仏教と鎌倉文化」 日本文教出版，2013年，pp.70-75
11 早川明男 中世～天皇から武家の時代へ，「建武 伊藤純郎編著『究極の中学校社会科－歴史編－』
の新政と南北朝の争乱」 日本文教出版，2013年，pp.76-81
12 西谷英規 中世～天皇から武家の時代へ，「現代 伊藤純郎編著『究極の中学校社会科－歴史編－』
につながる室町文化」 日本文教出版，2013年，pp.82-87
13 関谷文宏 近世～武家から町人の時代へ「近世の 伊藤純郎編著『究極の中学校社会科－歴史編－』
特色を表現しよう」 日本文教出版，2013年，pp.110-115
14 関谷文宏 近代～大衆の時代へ「近代の特色を表 伊藤純郎編著『究極の中学校社会科－歴史編－』
現しよう」 日本文教出版，2013年，pp.138-143
15 不明 貴族の政治と文化の国風化 芳賀登編集代表『新訂中学校社会科指導事典歴史』
東京法令出版，1992年，p.61
16 岩野清美 近代市民社会の成立と産業革命 社会系教科教育学会編『社会系教科研究のアプロ
ーチ～授業実践のフロムとフォー～』学事出版，
2010年，pp.72-79
17 倉澤秀典 江戸時代の産業の発達と都市「新潟町 全国社会科教育学会編『優れた社会科授業研究Ⅱ
の発生」 中学校・高校の“優れた社会科授業”の条件』
明治図書，2007年，pp.50-58
18 藤井英之 戦乱から天下統一へ 藤井英之，宮崎正康編著『基礎基本＋発展教材50
- 40 -
選前編近世の日本』明治図書，2006年，pp.18-23
19 藤井英之 ヨーロッパの近代化とアジア植民地の 藤井英之，宮崎正康編著『基礎基本＋発展教材50
拡大 選後編近代の日本』明治図書，2006年，pp.37-42
20 藤井英之 近代日本のあゆみと国際社会 藤井英之，宮崎正康編著『基礎基本＋発展教材50
選後編近代の日本』明治図書，2006年，pp.121-1
25
21 山本達也 文明と環境 小原友行，児玉康弘編著『「思考力・判断力・表
現力」をつける中学歴史授業モデル』明治図書，
2011年，pp.34-43
22 柳生大輔 院政から武家政権の成立へ－古代から 小原友行，児玉康弘編著『「思考力・表現力・判
中世への転換期をつかもう－ 断力」をつける中学校歴史授業モデル』明治図書，
2011年，pp.54-63
23 兵藤清一 近代国家が目指した国家とは？ 小原友行，児玉康弘編著『「思考力・表現力・判
断力」をつける中学校歴史授業モデル』明治図書，
2011年，pp.84-93
24 河原和之 「モノ」「写真」「風刺画」「地図」か 小原友行，児玉康弘編著『「思考力・表現力・判
ら見る「日露戦争」の授業 断力」をつける中学校歴史授業モデル』明治図書，
2011年，pp.94-103
25 橋本浩 両大戦間の日本 小原友行，児玉康弘編著『「思考力・判断力・表
現力」をつける中学歴史授業モデル』明治図書，
2011年，pp.104-113
26 大内田健志， 現代の世界と日本① 冷戦と日本 小原友行，児玉康弘編著『「思考力・表現力・判
庄本恵子 断力」をつける中学校歴史授業モデル』明治図書，
2011年，pp.114-123
27 山本恵 日本の封建社会の動揺 小関洋治編『新学習指導要領の指導事例集 中学
校社会科２新しい歴史的分野の指導事例』明治図
書，1991年，pp.95-106
28 北澤明 日本の封建社会の動揺 小関洋治編『新学習指導要領の指導事例集 中学
校社会科２新しい歴史的分野の指導事例』明治図
書，1991年，pp.148-154










№ 主題（単元名），副題 既有知識 既有知識活用の対象 既有知識の扱い
１ わがまちの江戸時代の 「大阪は天下の台 草津のカキは大阪での 既有知識を獲得させたい認識
産業～その時，草津の 所」で経済の中心 カキ船営業の「独占権」 の前提として取り上げてい
歴史は動いた！～ だった。 を得たこと る。
２ 開国前後の幕府の力を 徳川綱吉の政治 開国前後の幕府の失策 学習対象である元禄期の政治
判定しよう を開国期の政治の比較対象と
して扱っている。





５ 第一次世界大戦とアジ 日英同盟の内容 世界各国が軍縮による 日英同盟にのっとって第一次




10 中世～天皇から武家の 平安仏教の担い手 鎌倉仏教や鎌倉文化の 鎌倉仏教や鎌倉文化の特色を
時代へ，「新しい仏教 や教義 特色や背景 平安仏教との比較をとおして
と鎌倉文化」 明らかにしようとしている。
11 中世～天皇から武家の 鎌倉幕府の守護の 室町時代の守護は争乱 鎌倉時代の守護制度との比較




12 中世～天皇から武家の 身の回りにあるも 室町時代に起源をもつ （室町時代の衣食住）が現代
時代へ，「現代につな の(畳) 「衣食住」の生活文化 につながっていることを理解
がる室町文化」 があること させようとしている。
13 近世～武家から町人の 江戸時代の既習事 近世の特色 既習事項をもとに江戸時代の
時代へ「近世の特色を 項（諸改革や文化 特色を理解させようとしてい
表現しよう」 について） る。
14 近代～大衆の時代へ 明治～大正時代の 近代の特色 既習事項をもとに近代の特色
「近代の特色を表現し 既習事項（諸改革 を理解させようとしている。
よう」 や文化について）
16 近代市民社会の成立と 産業革命（蒸気機 産業革命によって社会 蒸気機関の発明により，もた
産業革命 関の発達）に関す に影響がもたらされた らされた影響を理解させよう
る技術的側面 こと としている。
18 戦乱から天下統一へ 「室町幕府の滅亡」 戦国大名は近隣の大名 戦国時代はいつ終わったのか
が戦国時代の終わ と婚姻関係を結んだこ を想起させるにとどまってい
りであること と る。
19 ヨーロッパの近代化と イギリスの侵略を 清はアヘン戦争でイギ リンツオーシェイのやり方
アジア植民地の拡大 阻止しようとした リスに敗れ，欧米列強 （作戦）に反したことで清は
「リンツオーシェ の侵略を許したこと アヘン戦争に敗れたことを理
イの姿勢」 解させようとしている。




23 近代国家が目指した国 欧米諸国では人権 新政府が諸政策を断行 明治新政府や自由民権派への






24 「モノ」「写真」「風刺 正露丸（征露丸） 正露丸は日露戦争に由 胃腸薬の名称から日露戦争に
画」「地図」から見る の聞き覚え 来する薬である 対して興味関心を引き出そう
「日露戦争」の授業 としている。




29 東大寺にはなくて普通 聖武天皇の熱意や 律令制が整備されたこ 聖徳太子の時代と対比しなが
の寺にあるものは？鎮 行基の活躍，過酷 とにより，聖武天皇は ら，律令制が大仏造立の要因































































































































































































































































































時 学習活動 教師の支援 予想される生徒の反応
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































段階 学習活動 〇発問，指示（説明），・予想される反応 ◇手だて◎支援，【資料】
問 １問題を発見 〇これらの石器はどちらが古いのだろう。 【資料１】【資料２】
題 する ・大きい方が大雑把な作りなので,古い。 ◇有舌尖頭器と石鏃の複製品
の ２石器の古さ ・小さいほうが加工が楽なので古い。 (サヌカイト)を用い,獲物が
発 を予想す 小動物に変化したことで，弓
見 る （大きい石器方が古く槍先である） 矢が発明されたことを動物







・ ４予想し，仮 〇予想し，仮説を立ててみよう。 を図る。
仮 説を立て ・弓の方が命中率が高くなるから。 【資料３】【資料４】










検 ５検証する ・温暖化によって,ナウマン象がい なくなり, くない場合は資料の読み取



































ま ６習得したこ ○この時間でわかったことを学習カードにまと ◇気候の変化により何がもた
と とをまと めてみよう。 らされたのかに着目させる




















段階 学習活動 〇発問，指示（説明），・予想される反応 ◇手だて◎支援，【資料】
既 １既有知 ○縄文時代の主食は何だろう。 【資料１】【資料２】
有 識の確認 ・北海道では海獣や魚。 ◇縄文時代の貝塚から見つかっ






















反よ ２人口の ○このあと人口はどうなったのだろうか。 【資料４】【資料５】
証る 動向を予 ・遺跡の数が大きく減っている。 ◇プレゼンで縄文中期と縄文晩
例問 想する ・遺跡の数が減っていたということは，人 期の遺跡の変化を見比べるこ







タ既 仮説を立 口が減ってしまったんだろう。 から見ていくことにより，そ



















相 ６複合的な 〇影響を与え合った関係を探し，その根拠を ◇寒冷化の結果や，渡来人の来
互 要因を関 考えよう。 訪を資料から読み取らせ，そ
連 連付け， ・寒冷化と食糧不足が重なって人口が減った の結果，何が起こったのか推
関 相互連関 ・その後九州では，東北からの移住者がやっ 測させることで，複合的な因
の を導出す てきた。 果関係と相互連関への気づき
導 る。 ・渡来人が来て，新しい技術が伝わったので， を促す。
出 縄文時代が終わった。
本 ７習得した ○共通点の見当をつけよう。 ○発表，検討された相互連関か
質因 ことをま ・人口減少や食糧不足は寒冷化が共通点にな ら共通点をキーワードの形で























段階 学習活動 〇発問，指示（説明），・予想される ◇手だて◎支援，【資料】
反応
既 １既有知識 ○前時の復習をしよう。 【資料１】
有の の確認を ・縄文晩期，人口は（激減）してい ◇プレゼン提示により，縄文時代の人
知確 する。 た。 口の変化の様子を振り返ることで，
識認 稲作開始後の影響，インパクトをよ
り明確にイメージさせたい。
反 ２人口の動向 ○人口の増減を見てみよう。 【資料２】【資料３】
証 を予想す [弥生時代の人口変化]→人口は急増 ◇弥生時代の人口・遺跡数の変化をプ
















的 ５資料から人 ・朝鮮半島から渡来人が渡ってきた があるか」を問い，要因抽出の視点
検 口が増加 から。・気候が温暖化し，稲作が渡 を明確化しておく。
討 した要因 来人によってもたらされたからで ◇田植えの様子を確認させ，稲作の開）
を抽出す はないか。 始時は直播きであったという通説が






























相 ６複合的な 〇影響を与え合った関係を探し， ◇寒冷化の緩和の結果や，渡来人の来
互 因果関係， その根拠を考えよう。 訪，稲作の開始などを資料から読み
連 相互連関 ・寒冷化の緩和と稲作の開始が重な 取らせ，その結果何が起こったのか
関 を導出す って人口が増えた。 推測させることで，複合的な因果関






本因 ７習得したこ ○共通点の見当をつけよう ○発表，検討された相互連関から共通
質の とをまと ・人口増加は寒冷化の緩和や渡来人 点をキーワードの形で導き出すこと












































































































































































①温暖化 ②渡来人 ③稲 作 ④離乳食 ⑤家 畜 ⑥鉄 器 人 数
○ ○ 2 0
○ ○ ○ 7




○ ○ ○ ○ 3
○ ○ ○ 2
○ ○ ○ 2
○ ○ 2




○ ○ ○ ○ ○ 1
○ ○ ○ ○ 1
○ ○ ○ ○ 1





























































































































































































































































































































































資料番号 資料名 出典 想定した読み取れる内容




資料５ 「受領国司が押領 『朝野群載』巻二二 ては，下級貴族を追討使として派遣した。
使に任命される」






資料８ 「都では貴族の家 下向井前掲書 力貴族と結びつきを強めた。
来（家人）となっ
ていた武士」








































































































































































段階 学習活動 〇発問，指示（説明），・予想される反応 ◇手だて,◎支援,【資料】




の 権力をも か，年表から抜き出そう。 ◇孫が天皇になったのは，
確 てた要因 ・莫大な収入や権力をもっていたから。 晩年であることに着目さ















































段階 学習活動 〇発問，指示（説明），・予想される反応 ◇手だて,◎支援,【資料】
既 １前時の復 〇この絵はどんな人を描いているのでしょう。 【資料１】
、、、
有 習，問題 ・藤原道長のような（上流の）貴族→正解は受領 ◇本時が藤原道長全盛期と
知 を発見す だ。 ほぼ同時期であったこと
識 る ○なぜ，受領は，道長などに奉仕や寄付をしてい をおさえることで，受領
の たのだろう。 の任免が摂関政治の経済
確 ２問題意識を ・受領に任命してくれたお礼と，再び受領にして 的背景であることを想起
































ま ６習得したこ ○本時の問題に対する答えをまとめてみよう ◇受領が任地にとどまるこ
と とをまと ・受領は収入を得るために郡司（豪族）や百姓な とをおさえ，次時以降の

























段階 学習活動 〇発問，指示（説明），・予想される反応 ◇手だて,◎支援,【資料】
既 １前時の復 ○平安時代の文学作品が作られたピークを見つけよ 【資料１】
有 習，問題 う。 ◇【資料１】でカウント
知 を発見す ・物語や日記などは，1000年ごろを中心としてたく した作品が平安時代の


















































ま ６習得したこ ○本時の問題に対する答えをまとめてみよう ◇文化の担い手と文化財
と とをまと ・仮名文字がつくられ，教養のある人が貴族のもと とを関連付けてまとめ




























段階 学習活動 〇発問，指示（説明），・予想される反応 ◇手だて◎支援，【資料】
既 １武士に対す ○武士とはどのような人たちのことを指すのだ 【資料１(1)(2)】【資料２】
有 る既有知 ろう。 ◎資料１(1)，１(2)の男性
知 識を想起， ・弓矢をもっている人が武士ではないか。 全員が武士であることが






















知知 ５武士らしい ○知っていることを整理し，予想しよう。 【資料９】
の識 とは言え ・貴族が武力をもっていて，次第に武士となっ ◇資料を各グループに配布
関の ない貴族 ていったのではないか。 し，読み取れる内容を補
与批 のような ○資料から「武士らしくない武士」が登場した 足した後，要因の根拠と
判 武士が登 要因を抜き出し，その根拠を発表しよう。 してあてはまるものなの
的 場した要 ・軍団が廃止されたことで，治安が悪化してい かを考えさせる。
検 因を資料 た。 ◎読み取りに時間がかかる
















相 ６複合的な 〇影響を与え合った関係を探し，その根拠を考 ◇要因同士で連動して変化
互 要因を関 えよう。 するなど関係がある事
連 連付け， ・軍団の廃止により，さらに治安が悪化した。 例を相互連関として導
関 相互連関 ・軍団の廃止が治安の悪化や反乱を増加させ， 出させる。
の を導出す それを鎮めるとほうびとして受領国司，貴



















本 ７習得したこ ○共通点の見当をつけよう。 ◇発表，導出された相互連
質の とをまと ・気候が不安定だから不作になり，治安も悪 関から共通点を導き出




























識 る ・娘を天皇の妃にして，その子どもを天皇にし，代 ◇道長の子孫＝摂関家と
の わりに政治をしたから。 おさえておく。
確 ○その後の藤原氏と天皇の関係はどうなったのだろ 【資料１】






























ま ５習得したこ ○本時の問題に対する答えをまとめてみよう ◇摂関政治と院政の共通
と とをまと ・「摂関」にかわって，天皇の父親や祖父であること 点と差異に着目させる















段階 学習活動 〇発問，指示（説明），・予想される反応 ◇手だて,◎支援,【資料】

































ま ５習得したこ ○本時の問題に対する答えをまとめてみよう ◇受領の急増の直後，急減
と とをまと ・保元・平治の乱に勝利した平清盛が，天皇に娘 することに着目させるこ







































段階 学習活動 〇発問，指示（説明），・予想される反応 ◇手だて◎支援，【資料】
既 １既有知識の ○「鎌倉殿」はいつ権力を握ったのだろう ◇対象を頼朝，鎌倉幕府とせず
有 確認をす か。 に，その総体である「鎌倉殿」
知 る。 ・平氏を壇の浦の戦いで滅ぼした 1185年。 を主体とすることで，頼朝の





















検 ４「鎌倉殿」 ・1192年より前に鎌倉殿のしくみはできて ったできごと（諸要因）を並
討 が成立し いたと考えるべきだから，例えば守護や べ替える活動を通して，権力
と た要因を 地頭を置いたことで権力が握れたと考え を把握していった過程と要因













相 ５複合的な要 〇影響を与え合った関係を探し，その根拠 ◎相互連関を考えていく際，前
互 因を関連 を考えよう。 後関係のつながりだけで関連
連 付け，相 ・東国の支配権から守護地頭の設置へと次 付けることが想定されるの
関 互連関を 第に権力を握り，成立していった。 で，相互作用や相乗効果，競
















本 ７習得したこ ○共通点の見当をつけよう。 ◇キーワードの形で共通点を導
質の とをまと ・土地の保証により東国の武士を味方に付 き出していくことで，「鎌倉














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































段階 学習活動 〇発問，指示（説明），・予想される反応 ◇手だて,◎支援,【資料】
既 １問題を発見 〇第一次世界大戦後の世界の様子を確認しよう 【資料１】の 1992 年までの
有 する ・第一次大戦後アメリカは世界経済の中心とな 部分






予 ３予想し，仮 ○予想し仮説を立ててみよう ◇予想を発表する際,根拠も
想 説を立て ・アメリカの商品を買う限界が来たから。 加えて述べるよう促すこ



































段階 学習活動 〇発問，指示（説明），・予想される反応 ◇手だて,◎支援,【資料】
既 １既有知識を 〇世界恐慌の影響を確認しよう ◇日本に着目する前に世界






予 ３予想し，仮 ○予想し仮説を立ててみよう ◇予想を発表する際,根拠
想 説を立て ・日本も大きな影響を受けた。 も加えて述べるよう促



































段階 学習活動 〇発問，指示（説明），・予想される反応 ◇手だて,◎支援,【資料】
１問題を発見 〇世界恐慌の後，日本は立ち直ったのだろうか 【資料１】





知 ２問題意識を ○恐慌後何が起きていたのか年表から確認しよう 既有知識があるので，





予 ３予想し，仮 ○予想し仮説を立ててみよう ◇予想を発表する際,根拠
想 説を立て ・世界恐慌からの回復が間に合わなかったのではな も加えて述べるよう促












































段階 学習活動 〇発問，指示（説明），・予想される反応 ◇手だて◎支援，【資料】
既 １問題を発見 ○ 関東大震災（1923），金融恐慌（1927），
有 する 世界恐慌（1929）とその影響について書か
知 れた年表を完成させよう
識 ２ 1931 年時 ○ 国民は満州事変の拡大に賛成，それとも ○導入では戦争＝悪ととらえ
の 点の国民 反対のどちらだったのだろう がちな現代の感覚を引き出





反 ２満州事変に ○ 国民感情の実例を読み取ろう 【資料１】
証 対する国 【反証例】東大生に対する意識調査 ○満蒙（ここでは満州と同義
例 民感情を 問い「満蒙（満州と内モンゴル）に武力行使 とする）問題の解決策に関
提 知り，問 は正当か」 する意識調査の結果を反証
示 題意識を 正当である88％ 例として提示することで，



















検 ４要因を資料 ○ 資料から戦争が受け入れられた要因を抜 事変が引き起こされたとし

























相 付け，相 ・人口増加への不安や権益を失うことへの恐 互連関として導出させる。
互 互連関を れにより，報道や，後援会などで，事変は ◎連関を考えていく際，前後









本 ７習得したこ ○共通点の見当をつけよう ◇発表，導出された相互連関
質 とをまと ・恐慌などによる不安の増大から権益を守ろ から共通点を導き出してい


















段階 学習活動 〇発問，指示（説明），・予想される反応 ◇手だて,◎支援,【資料】
既 １問題を発見 〇満州事変により，どのような影響があったの 【資料１】【資料２】
有 する だろうか ◇国際連盟脱退によりただ
知 ・国際連盟を脱退した。 ちに孤立したわけではな
識 ・農村部は苦しさが続いた。 く，ソ連の脅威があった
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